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（ ３ ） スポーツ施設

　 体育館や運動場、 プール、 スタ ジアムなどを整備し ており 、 スポーツ ・ レ ク リ エーショ

ン交流の拠点と なる と と も に、 市民が気軽にスポーツ・ 運動に親し み、 スポーツ や健康づ

く り を習慣にする こ と で、 市民の健康増進や体力向上に役割を果たし ています。

（ ４ ） 青少年施設

　 青少年の家、 児童文化施設及び青少年キャ ンプ場を整備し ており 、 青少年の健全育成を

目的に、 それぞれで特色を活かし た体験活動を実施する こ と ができます。 また、 若者が自

己を 発見し 、社会性や自立性を身に付ける 場と し てユースステーショ ンを 整備し ています。

５ .  北九州市の状況〜社会的背景と 生涯学習に求めら れる こ と 〜

（ １ ） 少子高齢化と 人口減少の進行

◯本市の人口は、 昭和 54 年の 1,068,415 人（ 推計人口） を ピ ーク に減少傾向にあり 、 令

和 2 年には 937,833 人（ 推計人口 ( 令和 2 年 3 月 1 日現在 )） と なっ ています。

◯本市の高齢化率は、 平成 2 年に全国を上回り 、 その後、 一貫し て全国平均より も 高い水

準で推移し ています。

◯医学の進歩や生活水準の向上等によ り 、 平均寿命は伸びており 、 平均寿命と 健康寿命の

差を短縮するこ と が必要です。
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◯本市の出生数は、 第 2 次ベビ ーブーム（ 昭和 46 ～ 49 年） 以降減少傾向にあり 、 平成

26 年には 8,000 人台を 割り 、 平成 30 年は、 過去最も 少ない 7,188 人（ 前年比 161 人減）

と なっ ています。

◯少子高齢化と 人口減少の進行は、 本市全体と し て経済規模の縮小、 社会保障費の増大な　 　

どを招き 、 今後、 持続可能で活力ある まち づく り を進める にあたっ ては、 地域コ ミ ュ ニ

ティ の機能の維持をいかに図っ ていく かが重要な課題と なっ ています。

　 　 生涯学習に求めら れる こ と

★健康寿命の延伸につながる 高齢者の健康づく り や生きがいづく り の原動力と なる

生涯学習のきっ かけを増やし 、 生涯学習を する 人の裾野を 拡大

★少子高齢化や今後の社会環境の変化など、 様々な社会的課題に対応でき る 学びの

提供と 次代を担う 人材の育成　 　 　

★学びと 活動の場を通じ て高齢者の社会参加を促し 、 持てる能力を発揮し 社会貢献

につなげる 仕組みづく り
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（ ２ ） 情報化・ グローバル化の進展

①情報化

◯令和元年度の調査によ ると 、 本市のイ ンタ ーネッ ト の利用率は増えています。

◯年代別では、 全ての世代で増加し ています。 特に、 60 歳代は、 令和元年度の調査と 平

成 26 年度の調査を比較する と 20.2 ポイ ント 上昇し ています。

◯情報通信技術は目まぐ るし く 進化し ており 、 日常生活にも 大き な影響をも たら し ていま

す。

◯生涯学習においても 、イ ン タ ーネッ ト を 利用し た「 学び」 と 「 活動」 の場が増える など、

学習形態や学習場所が変化し ています。

生涯学習に求めら れる こ と

★より 多く の市民に生涯学習の情報が発信でき る よう 、 年代・ 属性等に応じ た学習

機会と 情報の提供
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②グローバル化

◯市の外国人市民、 留学生が増加し ています。

◯外国籍市民等の増加に伴い日常生活でも 共生する 場面が増えています。

       生涯学習に求めら れるこ と

★よ り 多く の市民に生涯学習の情報が発信でき るよ う 、 年代・ 属性等に応じ た学習

機会と 情報の提供

★外国籍市民等が地域の一員と し て安心し て本市に住み続けら れる よう 、 外国人同

士の交流、 地域住民と の交流促進
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（ ３ ） 家族形態の変化・ 地域コ ミ ュ ニティ の希薄化

◯平成 27 年の本市の一般世帯数は 425,544 世帯で平成 22 年 419,984 世帯に比べ 5,560 世

帯が増加し ています。

◯また、 単独世帯の占める 割合は平成 22 年の 34.6％から 平成 27 年は 2.4 ポイ ン ト 増の

37.0% と なっ ています。

◯高齢者のいる世帯数は全体的に増加傾向と なり 、 中でも 、 高齢者の単身世帯が増加し て

いるこ と が特徴と し て挙げら れます。

◯高齢化の進展や共働き 世帯の増加等により 、 自治会の役員のなり 手が不足し 、 自治会加

入率が低下し ています。

◯地域社会における 人と 人と のつながり や支え合いの希薄化が進んでいます。

生涯学習に求めら れる こ と

★地域活動を担う 人材を育成する ための学びの機会の充実

★生涯学習を通じ た地域の人と 人をつなげる仕組みづく り
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（ ４ ） 市民力による課題解決を 目指す取り 組み　

◯市内で活動する NPO 法人は様々なフ ィ ールド で活躍し ており 、 特に「 保健・ 医療・ 福祉」

「 まち づく り 」「 子ども の健全育成」 の分野が上位を占めています。
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         生涯学習に求めら れる こ と

★Ｎ Ｐ Ｏ 活動やボラ ン ティ ア活動を担う 人材の発掘・ 育成につながる 学びの機会の

充実

★地域と Ｎ Ｐ Ｏ ・ ボラ ンティ ア団体等が連携し た、 地域の課題解決につながる 仕組

みづく り

　

◯市社会福祉協議会のボラ ン ティ ア・ 市民活動セン タ ーに登録するボラ ンティ アグループ

は減少傾向です。

◯ボラ ン ティ アグループの活動領域は「 高齢者福祉活動」「 地域活動」「 子ども ・ 青少年福

祉活動」 が上位を 占めています。
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（ ５ ） 財政状況

◯本市の財政状況は、 歳入では自主財源比率が低く 、 財政基盤が脆弱と なっ ています。

◯歳出では義務的経費比率が高く なっ ており 、 厳し い財政状況が続く 見通し です。

         生涯学習に求めら れる こ と

★ PDCA サイ ク ルや効果の見える 化等によ る、 よ り 効率的・ 効果的な事業の推進

★公共施設マネジメ ン ト の推進における選択と 集中の観点から 、 生涯学習関連施設

のよ り 効率的な施設運営
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（ ６ ） 子ども に関わる社会環境の変化

◯平成 27 年の市の女性の各年齢階級別の労働力率は平成 22 年と 比べ概ね上昇し ていま

す。

◯児童虐待相談件数は、「 早期発見・ 早期対応」 の取り 組みによ り 、 増加し ています。

【 図表 18　 本市の女性の年齢階級別労働力率】
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資料： 総務省「 国勢調査」
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◯地域と 子ども と の関わり については、 市内の子ども 会の加入者数と 加入率が低下し てい

ます。

◯学校と 子ども に関する環境の変化では、 長期欠席の児童・ 生徒数は、 増加傾向にあり 、

全国的にも 同様の傾向です。

         生涯学習に求めら れる こ と

★家庭教育支援の充実

★子ども が健やかに育つ環境づく り に向けた、 家庭・ 地域・ 学校の連携促進、 教育

力の向上

★地域での多世代交流や体験活動等による シビッ ク プラ イ ド （ 地域への愛着や誇り

に基づく 市民意識） の醸成


